
科目名 国語Ⅰ（現代文・古文）　（Japanese Ⅰ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

通年 60 時間

担　当　教　員 【常勤】　准教授　赤迫照子

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

(1)読む力：文法事項を理解し、作品を読解できる。常用漢字が読める。様々な視点から古典文学に親
しむことができる。文学史の基礎知識を習得できる。読書を楽しむことができる。
(2)書く力：授業の内容をノートにまとめることができる。論理的な文章が書ける。常用漢字の書き取り
ができる。読書感想文が書ける。
(3)話す力：適切に音読できる。根拠を明示しながら自分の意見を述べることができる。
(4)聞く力：授業のポイントを的確に聞き取り、情報を整理できる。

第1学年

機械工学科
電気工学科

制御情報工学科
物質工学科

経営情報学科

履修 2 単位 必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

文法事項を理解し、作品を
鑑賞できる。常用漢字の読
み取り問題が８０％以上でき
る。多様な視点で古典文学
を鑑賞できる。文学史の流
れを把握できる。読書の楽
しみ方が習得できる。

文法事項を理解し、作品を
読解できる。常用漢字の
読み取り問題が７０％でき
る。様々な視点から古典文
学に親しむことができる。
文学史の基礎知識を習得
できる。読書を楽しむこと
ができる。

文法事項の理解は不十分
であるが、作品を読解でき
る。常用漢字の読み取り問
題が６０％できる。古典文学
に親しむことができる。文学
史の基礎知識を習得でき
る。読書に取り組める。

文法事項が理解できず、作品を
読解できない。常用漢字の読み
取り問題が６０％以下しかでき
ない。古典文学に親しむことが
できない。文学史の基礎知識を
習得できない。読書に取り組め
ない。

到達目標
②

授業の内容をノートにまと
め、適宜見直すことができ
る。段落同士の関係を意識
した、論理的な文章が書け
る。常用漢字の書き取り問
題が８０％以上できる。

授業の内容をノートに
まとめることができる。
論理的な文章が書け
る。常用漢字の書き取
り問題が７０％できる。

授業の内容をノートにメモを
することができる。論理的な
文章を書くために必要なこと
が説明できる。常用漢字の
書き取り問題が６０％でき
る。

授業の内容をノートにメモす
ることができず、板書も写せ
ない。論理的な文章を書くた
めに必要なことを理解できて
いない。常用漢字の書き取
り問題が６０％以下である。

到達目標
③

文のリズムを意識しなが
ら適切に音読できる。根
拠を明示し、説明手順を
意識しながら自分の意
見を述べることができ
る。

適切に音読できる。根
拠を明示しながら自分
の意見を述べることが
できる。

音読ができる。自分の意
見を述べることができ
る。

音読ができない。自分の
意見を述べることができ
ない。

到達目標
④

授業のポイントを的確に
聞き取って情報を整理
し、ノートのまとめ作業に
繋げることができる。

授業のポイントを的確
に聞き取り、情報を整
理できる。

授業のポイントを的確に
聞き取ることができる。

授業のポイントを聞き取
ることができない。

学習・教育到達目標 （Ｇ）① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 35 35 10 20 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○

態度・志向性(人間力)
【　　】

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○ ○



補助教材等 「ステップアップ高校漢字問題集」（東京書籍）、「カラー版新国語便覧」（第一学習社）、国語辞書

学　習　上　の　留　意　点

・漢字テストは「小テスト」の一つとして評価する。
・読書一行感想カードと読書感想文は「レポート」として評価する。
・提出物については、厳しく対応する。締切を厳守すること
・古文の授業では、図書館にある教科図書を活用する。各自で閲覧し、学習しておくこと。
・授業中、プリントを配付する。ファイルを準備し、整理しておくこと。
・国語Ⅰ（３単位）の最終成績は、国語Ⅰ（現代文・古文）と国語Ⅰ（漢文）を２：１として評価する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

高専では低学年の間に、基礎学力をしっかり身につけます。中でも国語は、基礎学力の要です。　膨大な知識を吸収し、自
分で考える力を鍛え、他者と関わる方法を身につけるために、しっかり取り組みましょう。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 「高等学校国語総合」（三省堂）



回

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

評論（二）山崎正和「水の東西」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把
握することができる。
・段落同士の関係に注意しながら、論理の展
開や要旨を的確にとらえることができる。
・抽象的な事象について、具体例を補いなが
ら読解することができる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

古文入門「絵仏師良秀」（『宇治拾
遺物語』）

・古文のノートの作り方を学習する。
・歴史的仮名遣い・古語・文法・古典常識を
学習する。
・説話文学の基礎知識を習得する。
・取り上げた場面を読解し、鑑賞する。

予習：教科書本文を読ん
でおく。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
・シラバスを読み、授業の概要、学習到達目
標、成績評価方法等を理解する。

予習と復習：シラバスを
熟読する。

「記録文を読む・ロボットとは何
か」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把
握することができる。
・段落同士の関係に注意しながら、論理の展
開や要旨を的確にとらえることができる。
・抽象的な事象について、具体例を補いなが
ら読解することができる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

『徒然草』

・『徒然草』の基礎知識を習得する。
・読解し、兼好法師の価値観を考察する。
・基礎的な古文文法や古語が理解できる。

予習：本文をノートに書
写しておく。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

詩　中原中也「一つのメルヘン」
・詩の形式を学習する。
・詩を鑑賞する。

復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

前期中間試験

試験返却・解答解説 ・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った
上で、正答を理解する。

前期末試験

試験返却・解答解説
読書感想文の書き方

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、
正答を理解する。
・読書感想文の書き方を学習する。



回
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授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

評論（二）樺島忠夫「語と意味」

・接続語や指示語等に注目しながら文脈を把
握することができる。
・段落同士の関係に注意しながら、論理の展
開や要旨を的確にとらえることができる。
・抽象的な事象について、具体例を補いなが
ら読解することができる。
・筆者のものの見方や考え方が理解できる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

後期中間試験

試験返却・解答解説

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った
上で、正答を理解する。

小説（一）芥川龍之介「羅生門」

・場面の展開を理解し、作品の構成を把握し
ている。・登場人物の心情を把握し、描写を
味わうことができる。・表現上の工夫をとら
えることができる。・小説を自分なりに鑑賞
することができる。

予習：ことばの意味調べ
をしておく。漢字学習を
する。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

「東下り」（『伊勢物語』）
・『伊勢物語』の基礎知識を習得する。
・場面を読解し、味わうことができる。
・基礎的な古文文法や古語を理解できる。

予習：本文をノートに書
写しておく。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

文学史 ・日本の古典文学史の基礎知識を学習する。
予習・復習：「カラー版
新国語便覧」を読む。

総　授　業　時　間　数 60 時間

和歌

・和歌の基礎知識を習得する。
・『万葉集』『古今和歌集』『新古今和歌
集』の和歌を読み、鑑賞できる。
・基礎的な古文文法や古語が理解できる。

予習：教科書本文を読ん
でおく。
復習：学習プリントを読
み直し、理解しておく。

学年末試験

試験返却・解答解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

・解説を聞いて間違えた箇所を訂正する。
・何をどのように間違えたのかを振り返った上で、
正答を理解する。
・一年間のまとめができる。



総合的な学習経験と
創造的思考力
【　　】

態度・志向性(人間力)
【　　】

100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

思考・推論・創造への
適用力
【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【　　】

総合評価割合 30 30 5 15 10 10

学習・教育到達目標 G① JABEE基準１（２）

達　成　度　評　価　（％）

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

到達目標
②

口頭試問に８割以上正
答できる。

口頭試問に７割以上正
答できる。

口頭試問に６割以上正
答できる。

口頭試問に５割しか正答
できない。

到達目標
③

漢詩の鑑賞文を指定の
形式で、かつ説得力ある
文章で書ける。

漢詩の鑑賞文を指定の
形式で書ける。

漢詩の鑑賞文を指定の
字数で書ける。

漢詩の鑑賞文を提出で
きない。

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

復習カードに、要点を適
切な説明文で３行以上、
３つ書ける。

復習カードに、要点を３
行以上、２つ書ける。

復習カードに、要点を箇
条書きで３行以上、３つ
書ける。

復習カードが提出できな
い。

後期 30 時間

担　当　教　員 【常勤】　教授　薄井　信治

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

①漢文や漢詩の背景と要点を理解でき、短い説明文が書ける（復習カード、定期試験）
②漢文や漢詩、漢語についての質問に答えられる（口頭試問、定期試験）
③漢詩を鑑賞し、鑑賞文を指定の形式で書ける（レポート）
④訓点や句法を理解できる（定期試験、小テスト）

第1学年
物質工学科

経営情報学科
履修 1 単位 必修 講義

科目名 国語Ⅰ（漢文）（JapaneseⅠ）

学　年 学　科（コース） 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数



学　習　上　の　留　意　点

　授業では、音読と訓点に重点を置く。詩文の背景の説明の詳しく行う。
　ガイダンスでは、ノートの標準的な使い方を教えるが、各自で書き込み方に工夫を凝らし、復習に生かして欲しい。ちなみ
に、「その他」は「復習カード」の提出である。授業のポイントを３行程度の短い説明文いすることで、要点をまとめる力、短文
を書く力を身につけてもらいたい。
　国語Ⅰ（３単位）の最終成績は、国語Ⅰ（現代文・古文）と国語Ⅰ（漢文）を２：１として評価する。

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　漢文は非常に完成度の高い人工言語である。そして訓読漢文は日本人が血肉としてきたものである。訓読によって、省略
されることおの多い主語や目的語が分かり、品詞や時制が分かるようになる。
　日本語は、いつ、どこで、だらが、といったことを曖昧なままで使うことができる言語である。そんな日本語にとって、訓読漢
文は外してはならない芯なのである。訓読漢文に親しみ、読めるようになって、日本語の力はさらに上昇するだろう。

関　連　科　目　，　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目

教科書 「高等学校国語総合」（第一学習社）

補助教材等 「カラー版新国語便覧」（第一学習社）



回

1

2

3

4

5

6
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9
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学年末試験

答案返却・解説
まとめ
授業改善アンケートの実施

試験解説により、訓読漢文の理解をさらに深め
ることができる。

総　授　業　時　間　数 30 時間

思想②

〃

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

思想③

〃

（復習）復習カードを
書く。

史話③ 史話のまとめと小テストにより、理解を深める
ことができる。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

思想① 「論語」を読み、孔子の考えや生き方を理解で
きる。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

史話① 「完璧」（十八史略）をもとに、史話の読み方
を理解できる。

（復習）復習カードを
書く。

後期中間試験

答案返却・解説
史話②

試験解説により、訓読漢文の理解を深めること
ができる。「創業守成」（十八史略）をもと
に、史話の読み方を理解できる。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

漢詩③

〃

（復習）復習カードを
書く。

漢詩④

〃

（復習）復習カードを
書く。漢詩の鑑賞文を
書く。

漢文入門④
漢詩①

小テストにより、「狐借虎威」の理解を深める
ことができる。
漢詩とはどういうものかを理解できる。

（復習）復習カードを
書く。

漢詩② 漢詩の読解の仕方を理解できる。
鑑賞文の書き方を理解できる。

（復習）復習カードを
書く。

漢文入門② 小テストにより、古語化の方法の理解を深める
ことができる。
熟語を訓読する方法を理解できる。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

漢文入門③ 小テストにより、熟語を訓読する方法の理解を
深めることができる。
「狐借虎威」を読んで、訓読漢文を理解でき
る。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

ガイダンス
漢文入門①

授業の進め方、ノートの取り方等を理解でき
る。漢文を学習する意味を理解できる。現代語
を古語にする方法を理解できる。

（復習）復習カードを
書く。
（予習）小テストの準
備をする。
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